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１， 緒

　　　

言

１１， 鉱山附近の地質

１１１， スカルソ化岩

ＩＶ． 鉱床および鉱石鉱物

Ｖ， ス力ルソ化作用

ＶＩ． 斜長石の組成変化

ＶＩ１， ま

　

と

　

め

１， 緒

　　　　　

言

　

大峰鉱山は岩手県遠野市上郷町佐比内にあり， 大正３年に金山として開発され，
．
昭和１３年ラサ

工業株式会社によって銅鉱石を稼行し， 昭和４７年から日鉄釜石鉱業所の所有となり現在にいたっ
ている， 鉱石品位は， 昭和４１年で平均銅１．１０～１．４％， 金１，１～１，４ｇ／ｔ， 銀１１～１４ｇ／ｔであった，
なお， 本鉱山附近には， 六黒見鉱山 （金：休山）， 釜石鉱山 （鉄）， 赤金鉱山 （銅） などが知られて

いる， 大峰鉱山の鉱床については， すでに萱木浅彦 （１９５３）， 竹内常彦・南部松夫・和田成人 （１９

５３）， 竹内常彦・萱木浅彦・斉藤浩三 （１９５５）， 竹内常彦・山岡一雄 （１９６４） 等の鉱床・鉱石鉱物の

研究がある．

　

筆者等は１９６８年，１９７１年に大峰鉱山附近の一般地質および鉱床を調査する機会をえたため， 特

に， スカルソ化作用の段階的進行とそれに伴なう鉱物組み合わせ， ならびにそれに応じた斜長石の

変化を追跡した，

　

種々の御助言をいただいた， 北海道大学舟橋三男教授・金詰佑博士， 北海道教育大学岩見沢分校

中村耕二博士に感謝する， 本文中の第２，９，１０図は， 説明に必要のためラサ工業株式会社所有の

図を借用した． 調査に種々御便宜をいただき， 社内資料の利用をゆるされたラサ工業株式会社大峰

鉱業所， とくに探査課各位に深く感謝の意を表する．

１１． 鉱山附近の地質

鉱山附近においてみられる地層は （第１図および表１）， 古生代二畳紀の登米層であって， 粘板

岩を主体とし， これに小貫 （１９６９） のいう大洞隣岩層が狭在している． これら粘板岩は花機閃緑岩

および石英閃緑岩の蓬入によって， ホルンフェルスとなっている， 大峰鉱山より西方約 １．２ｋｍ 地

点でこの古生代層は， 中生代層と南北の断層によって境されている．

　

中生代層は馬木ノ内層 （小貫，１９６９） と呼ばれ， 猫ノー１相および六甲子相にわけられている． 本調

査地域では， 下部の猫川相が分布するが， 上部の六甲子相は認められない． 猫川相は， 砂質粘板

岩・泥質粘板岩および安山岩質凝灰岩・石英安山岩質凝灰岩等のケラトファイヤー質岩類か らな

り， 粘板岩中に二枚貝・巻貝類の化石を産出している （Ｎａｋａｚａｗａａｎｄ Ｍｕｒａｔａ，１９６６）． 六甲子相

は本地域の御山沢上流北西部に転石として存在する． この転石は， 火山砕屑岩類および短柱状の角

閃石の変斑晶が顕著で， 風化面ではとくに凹凸が著しい輝緑凝灰岩等のスピライト質岩類である．

　

火成岩類は花機閃緑岩・石英閃緑岩の港入岩体，
’アプライト・ベグマタイトおよび坑内にのみ見

られるランプロファイヤー・斜長石粉岩などの岩脈類である・，
鉱山附近は， 広く花闇閃緑岩および石英閃緑岩体で占められ， 花嵩閃緑岩は， いわゆる栗橋型花

嵩閃緑岩体 （加納，１９６６） の東部の一部が， 南に向って舌状に突きでた部分にあたる， 石英閃緑岩

体は，鉱山東部に位置する蟹岳花機閃緑岩体と， それより西方側に位置する栗橋型花篇閃緑岩体と

の間に分布する， この石英閃緑岩体は， 一部スカルソ化作用を受けていることから， 他の蓬入岩体

（２９）
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岩手県大峰鉱山附近の地質図

１：栗橋型花織閃緑岩
２：蟹岳花闇閃緑岩
３：石英閃緑岩
４；ホルンフェルス

５：大洞牒岩

６：スカルソ岩類

７：石英閃緑岩のスカルソ化岩

８：安山岩質および石英安山岩

　

質凝灰岩・砂泥質粘板岩互層
９：岩脈類

１０：断層
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表１

　

大峰鉱山附近の地質層序図

時

　

代 標準層序 本地域の層序 岩

　　　　　　　　　

質 火

　　

成

　　

岩

　　

類

大

　

船

　

渡

　

層

馬

木
ノ

内

層

（７５０ｍ）

奄霜
輝

　　

緑

　　

凝

　　

灰

　　

岩

火

　

山

　

砕

　

屑

　

岩

　

類

猫

川

相

石英 安 山 岩 質 凝灰 岩
安

　

山

　

岩

　

質

　

凝

　

灰

　

岩

泥

　

質

　

粘

　

板

　

岩 （含化石）
砂

　

質

　

粘

　

板

　

岩 （含化石）

畳

　

紀

登

　

米

　

層

御
山
沢
層

（７００ｍ＋）

泥

　　

質

　　

油

　　

板

　　

石
大

　　　

洞

　　　

際

　　　

岩

砂

　　

質

　　

粘

　　

板

　　

岩

ス

　

カ

　

ル

　

ソ

　

岩

　

類

大

　

理

　

石

　

化

　

石

　

灰

　

岩

よりも古期のものと考えられる，

　

スカルソ化作用は， 花機閃緑岩の南に舌状に突きでた部分を中心にして， 東方側に強く， 西方側
に弱い傾向を示している． 野外観察からスカルソ鉱物の分布をみると， 東側に位置する釜石鉱山佐
比内鉄鉱床では， 緑レソ石・ザクロ石が多く， それょり西側の大峰鉱山では， 透輝石・ザクロ石が
多くなっている．

　

鉱床は， 角際状スカルソ・緑色スカルソ・ザクロ石スカルソ中に庭胎し， パイプ状の鉱体，不規

則塊状の形態を示す， なお， 下部の －４２５ＭＬでは大理石化石灰岩がみられ， 鉱体は部分的にこれ
と接触している． この大理石化石灰岩は， 小貫 （１９６９） によって示されている北上山地の地層分布
からみて， 二畳紀層のものと思われる， 大峰鉱山より東方約１．２ｋｍ

　

に位置する釜石鉱山佐比内鉱
床は， ザクロ石・緑レソ石スカルソ鉱物と共に磁鉄鉱が産出し， その形態は角膜状スカルソ鉱体と
なっている．・この磁鉄鉱鉱体は， 大峰鉱山下部（一４２５ＭＬ）において， ザクロ石スカルソ中に小範

囲で産出するが， 連続性はとぼしい，

　

火成岩類：調査地域における花篇閃緑岩体は， いわゆる栗橋型花閤閃緑岩であって（加納，１９６５），
岩体の構造形態は“しずく状”（加納，１９６５） 形態をとり， 南部の細く張り出した岩体の近くに，
大峰鉱山の鉱床は位置する， 坑内において本岩は， ホルンフェルス・大理石化石灰岩・スカルソ岩

などに， 脈状の分岐脈として貫入している， 岩体の中心部附近は， 粗粒完晶質の組織を示すが， 堆

積岩類との接触部附近では， 比較的細粒完晶質となり， 部分的に混成岩様を呈する． 主成分鉱物は

斜長石＞石英＞カリ長石＞黒雲母＞角閃石であって， 比較的斜長石の量が多い． なお， 花樹閃緑岩

体の絶対年代は Ｋ‐Ａｒ 法によって，１１０～１２０ｘｌ０
６年 Ｂ，Ｐ，とされ， 白亜紀初期と考えられている

（小貫，１９６９）．

　

石英閃緑岩は， 大峰鉱山附近の栗橋型花嵩閃緑岩体より西側に分布し， 花篇閃緑岩と比較して，
優黒質で中～細粒の完晶質組織を示す， 本岩体は， 青ノ木川本流において花篇閃緑岩体と接してお

り， そこでは花箇閃緑岩中に石英閃緑岩のゼノリスを含んでいる． また， 接触部での石英閃緑岩

は， 角閃石が黒雲母の集合体に置換されているため， 花嵩閃緑岩の接触変質を受けていることがわ

かる，
ｒ

　

したがって， 石英閃緑岩は花篇閃緑岩よりも早期の港入と考えられる． この石英閃緑岩はス
カルソ化変質を受け，、透輝石・緑レソ石のスカルソ鉱物を生じている，
斜長石粉岩は， 野外調査範囲ではみられず， 坑内ＯＭＬおよび 一２５０ＭＬにのみにみられる． 本

岩はホルンフェルス化をうけ， さらにスカルソ化変質を受けているため， 堆積岩起源のホルンフェ



金

　　

忠・秋葉

　

力
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′山、

ルスとの境界は不鮮明である． 顕微鏡下では， 組織が細い等粒状モ
ザイク構造を呈し， 点紋状の斑

状変晶斜長石が特徴的であり， その多くはソーシュライト化してい
る， また， スカルソ化変質を

受

けている部分では， ザクロ石・緑レソ石・透輝石など
のスカルソ鉱物が晶出している，

　

アプライ トおよびペグマタイ トは， ホルンフェルス・スカルソ岩および火成岩中にそれぞれ網状

～細脈状に貫入し， 正長石・石英・斜長石・黒雲母
・電気石などによる鉱物組み合わせをもつ． な

お， ペグマタイト脈には輝水鉛鉱
が伴う，

　

ランプロファイヤーは， 野外調査範囲ではみられ
ず， 坑内 （一１

５０ＭＬ） でホルンフェルス中に貫

入している （幅３０ｃｍ）． 本岩は黒色を呈し， 斑晶は， 長径 ０．０４ｍｍ～
０，０７ｍｍ の針状角閃石およ

び径 ０．０ｌｍｍ 内外の黒雲母からなり， 基質は斜長石・正長石および多量の細い自形の角閃石から

なる．

　

地質構造：調査地域での堆積岩類は，全体として単斜構造を示し，走向は
Ｎ３００Ｗ，傾斜は５０

０～

８００Ｗ である． 御山沢の西部には， 古生代層
と中生代層を境する ＮＳ，８０

０～９ｏｏＷ の断層がある．

この断層は早池峰構造帯， 土淵－盛構造線などと平行に
走り， 構造単元の区切りとなるような断層

である． また， この断層を切って６０
ｏＷ～ＥＷ の走向を示す小断層の発達があり， これとほぼ平行

に岩脈類が貫入している， 坑内において， 走向
ＮＥ・ＳＥ， 傾斜８０ｏＥの断層と， これを切って走向

ＮＷ－ＳＥ， 傾斜 ７０
０～８０ｏｓｗ および走向 ＮＥ， 傾斜 ８

０ｏｓ ないし

　

９００

　

の断層ないし勢断系とが

発達している． 後者はスカルソ岩類，
鉱体，ホルンフェルス，石英閃緑岩等を切っていることから，

栗橋型花機閃緑岩体の構造的運動の影響と考えられる． 栗橋型花篇閃緑岩体の分布形態は， 北上花

嵩岩類の分布方向 ＮＮＷ－ＳＳＥ に一致している， この岩体の南部に

　

ＮＮＷ－ＳＳＥ にそって延び

た， 特異な形態を示す突出部
があり， この突出部にそって大峰鉱山の鉱床は庭胎し

ている．

１１１， ス カ ル ン 化 岩

大蜂鉱山の鉱床においては， 原岩をホルンフエルスとするスカルソ化された岩石
が， 鉱床の母岩

となっている． また， 石英閃緑岩も一部このスカルソ化作用をこうむっている． スカルソ化岩は，

肉眼的観察から次のように分類できる．

　

緑色スカルソ岩

　

縞状スカルソ岩

　

角諜状スカルソ岩

　

白色スカルソ岩

　

茶褐色スカルソ岩

　

石英閃緑岩のスカルソ化岩

　

緑色スカルン岩：分布はスカルソ岩類の中で，比較的広い分布範囲を持つが（Ｏ
ＭＬ～一４２５ＭＬ），

－２００ＭＬ

　

から下部にいくにしたがって本岩にかわって， 茶褐色のザクロ石スカルソ岩が多く な

る． 本岩は淡緑色ないし濃
緑色を呈し， その鉱物組み合わせは， 透輝石－緑レソ石－

斜長石－カリ

長石－ （ザクロ石） である． 鉱床附近での本岩は， 濃緑
色のスカルソとなり， ヘデソベルグ輝石【

透輝石－緑レソ石－カリ長石－斜長石－ （ザクロ石） の組み合わせで， 淡緑色から濃緑色のスカル

ソになるにしたがい， 透輝石からヘデソ
ベルグ輝石にかわっているのが特徴である． なお， 上部の

角膜状スカルソ， およびその外縁にあたる縞状スカルソ
中の緑色スカルソは， 一般に透輝石が主

で， ヘデソベルグ輝石
がすくなく， 細粒～中粒の自形ないし半自形を呈する，

　

縞状スカルン岩：野外においては， 猫川本流右岸およびそれに沿う林道切割りに， 本岩
が露出す

るが， 他種スカルソとの関係は明らか
でない， 坑内では本岩がよく観察され， 特に， 通洞坑

　

ＯＭＬ

（３２）
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圏ｑ
園ｂ

Ｑ

　　　　

翠ｃｍ

　

匡副ｃ

第３図

　

縞状スカルソ岩

圃ｑ 園ｂ 圏ｃ

　

ｒ０

　　　　　

５ｃｍａ：ホ、ノレソフェノレス

ｂ：緑色スカルソ

ｃ：白色スカルソ
第４図

　

縞状から角膜に移行するスカルソ岩

ａ：ホンレソフェノレス

ｂ：白色スカルソ岩

ｃ：緑色スカルソ岩

から ‐１５０ＭＬ 間に発達しているが （第２図）， 一２００ＭＬ

　

では緑色スカルソ岩および茶褐色スカ

ルソ岩中に， ブロック化して残存するも
のがみられ， それ以下のレ

ベルではみられなくなる． 黒雲

母ホルンフェルスと互層をなす縞状・スカルソ岩の縞は， ホルンフェルス
の層理に並行しＮ３０ｏＷ の

走向で７０ｏＷ の傾斜をもつ． しかし， 縞の連続性はな
く， 後述する角牒状スカルソ岩に移行す

る，

縞状スヵルソ岩は，
．
褐色の黒雲母ホルンフェルス， 白色ないし桃色を呈する白色スカルソ，

緑色ス

カルソが， それぞれ
２～１ｏｃｍ 幅で互層状をなしている （第３，４図）． 縞状スカルソ岩のそれぞれ

の鉱物組成は， 次のような組み合わせを持
ち， 一様な粒度でモザイク組織を呈

する．

　　

黒雲母ホルンフェルス

　　　

黒雲母－斜長石一正長石－（石英）

　

緑色スカルソ

　　　　

透輝石－緑レソ石－斜長石－カリ長石一角閃石－（ヘデソベルグ輝石）

　　

白色・スカルソ

　　　

正長石一徴斜長石－斜長石－（透輝石）

　

角膜状スカルン：縞状スカルソ岩と同様に， 分布域が限られ， 坑内
ＯＭＬ～一１５０ＭＬ．および －

２００ＭＬ でよくみられる． 本岩は黒雲母ホルンフェ
ルスを角膜状に残し， そのまわりを正長石・徴

斜長石の白色スカルソが取り囲み， それらの間を透輝石・
ザクロ石などのスカルソ鉱物が充填した

ものである， 時に， 角牒状のホル
ンフェルスは， 内部まで完全に白色スカルソ岩によっ

て交代され

て， ホルンフエルスが残留し
ていない状態までになっている． この白色部はほとんど徴斜長石

のみ

から構成され， 斜長石は少なく， 石英は全く
伴わない，

　

角磯状スカルソの成因については， ホルンフェルスの破砕帯に深
部から鉱化， ならびにスカルソ

化の流動体が移入交代したとする竹内・山岡 （１９６５） に対して， ホルンフェルスの角牒状を含む石

灰岩として堆積したものが， スカルソ化を受けたとする加納 （
１９６５） の討論がある．

　

角膜状スカルソは鉱体上部（ＯＭＬ～一２００ＭＬ）に限られ， 特に， 青ノ木坑道の
ＯＭＬにおいて，

縞状スカルソと角際状スカルソとの関連が観察される （第４，５図）． そこでは縞状スカルソ中の徴

斜長石を濃集する白色スカルソが， 透輝石および透輝石・
ザクロ石を主体とする緑色スカル ソ中

（３４）
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第５図

　

縞状スカルソ岩を残す角際状スカルソ岩

ａ：ホ、ノレソフェノレス

ｂ：緑色スカルソ岩

ｃ：白色スカルソ岩
ｄ：方解石脈

０

　　　　　

蜘

　

圏Ｑ

　

園ｂ

第６図

　

角膜状スカルソ

ａ：緑色スカルソ

ｂ：白色ス力ルソ

３５

に， 脈状ないし網状に注入し，ｉｎｓｉｔｕ

　

の黒雲母ホルンフェルスの残留を取り巻いて角磯状スカル

ソとなり， あるいは， 交代作用が極度に進行し， 徴斜長石を主とする白色スカルソとなったものと

考えられる， この完全な交代作用による白色の角膜状スカルソ岩は， 坑内

　

－１０ＯＭＬ～－２００ＭＬ

で顕著にみられ （第６図）， 角膜状スカルソを母岩とする鉱床では， この白色の角膜状スカルソ中

に硫化鉱物 （黄銅鉱－キューバ鉱） の濃集がみられる．
茶褐色スカルン岩；分布は野外で緑色スカルソ岩に次ぐ分布範囲をもつが， 坑内の上部では

　

０

０

　　　　　

３０ｃｍ

　　

国Ｑ

　　

図ｃ

　　　　　　　

団ｂ

　　

園ｄ

第７図

　

坑内ＯＭＬ の石英閃緑岩を切る茶褐色スカルソ岩

ａ：石英閃緑岩

ｂ：石英閃緑岩のスカルソ化岩

ｃ：縁辺部の濃緑色部分
ｄ：茶褐色スカルソ岩

ｅ：方解石

　　　　　　　　　　

　　

　

　　　

回

　

０

　　　　

５ｐＣｍ

　

圏昏

　

睡ぢｄ

第８図

　

緑色スカルソ岩を残す茶褐色スカルソ岩

ａ：茶褐色スカルソ岩
ｂ：緑色スカルソ岩

ｃ：ホノレソフェノレス

ｄ：方解石脈

（３５）
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の範囲に局所的な分布を示し， 緑色スカルソ・角膜状スカルソおよび石英閃緑岩

のスカルソ化岩等に脈状または層状に注入している （第７図）． 下部特に

　

一４２５ＭＬ では， 茶褐色

スカルソ岩が広く発達し， 緑色スカルソ岩を交代している （第８図）． 本岩の主要鉱物はザクロ石

であって， 粒状目形～他形の集合組織を持ち， ヘデソベルグ輝石・透輝石・緑レソ石・カリ長石・

斜長石などをザクロ石が置換している． 角膜状スカルソおよび緑色スカルソ岩と同様にザクロ石ス

カルソ岩も鉱床の母岩となっている．

　

石英閃緑岩のスカルン化岩：石英閃緑岩のスカルソ化は， 青ノ木坑道のＯＭＬ および －４２５ＭＬ

で特によくみられる． 本岩中にもザクロ石スカルソの注入が認められ， 縁辺部には濃緑色スカルソ

が形成されている （第７図）， スカルソ化による原岩の角閃石と， スカルソ化によって生じた透輝

石とはポイキロプラスティック組織を呈し， スカルソ化をこうむった部分には， 原岩の黒雲母がみ

られないのが特徴である． また， ザクロ石スカルソの注入縁辺部の濃緑色部分は， 花嵩岩様組織を

示さず， 透輝石・緑レソ石・ヘデソベルグ輝石の集合による細～中粒モザイク組織を呈する． 下部

（一４２５ＭＬ）の石英閃緑岩は灰黒色を呈し， その部分ではスカルソ化作用を受けずに， 直接黄銅鉱・

キューバ鉱の鉱石鉱物の濃集部が膝胎している．

ＩＶ． 鉱床および鉱石鉱物

　

鉱床の形態は大きくみて鉱筒状で， 局部的に不規則塊状， 鉱染状などに なっている， 鉱体は

Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５ と名付けられている． 各鉱体の特徴は次の如くである．

　

ＤＩ 鉱体：かっては第１露頭で金を採堀していたが， 下部で銅鉱体となる． 鉱体は鉱筒状～塊状

を呈し， 水平の幅３０ｍ， 上下の延長
９ｏｍ であり， 母岩は角膜状スカルソ岩である，

．銅の平均品

位は１．０７％である．

　

Ｄ２ 鉱体：鉱筒状の形態を呈し， 幅４０ｍ， 上下延長 ８５ｍ の分布を示し， －１５０ＭＬ から５つ

の鉱筒状鉱体に分かれている， 一２００ＭＬ からは ６ Ｗ 方向に５枚の脈状の形態をとる． 母岩は

－１５０ＭＬ

　

まで角磯状スカルソ岩で， それより下部では緑色～ザクロ石スカルソ岩である （第２

図）． 銅の平均品位は１．１０％である．

　

Ｄ３ 鉱体：鉱筒状～脈状で４枚みられ， 幅１５ｍ， 上下延長 ８０ｍ

　

の分布を示す． 母岩は

　

－１０Ｏ

ＭＬ

　

まで角膜状スカルソ岩であって， それより下部は緑色スカルソ岩～ザクロ石スカルソ岩であ

る． －２００ＭＬ 以下になると， ザクロ石スカルソ岩中にも鉱体は歴胎する （第２，９図）． 銅の平均

品位は０．８５％である，

Ｄ４ 鉱体：鉱筒～塊状の形態をなし， 幅 ６０～５０ｍ， 上下延長２００ｍ の分布を示Ｌ，母岩は緑色

～ザクロ石スカルソ岩である （一２００ＭＬ～一３００ＭＬ）， 一４２５ＭＬ

　

で鉱体は層状～扇平状および

塊状を呈する， この層状～周平状部は大理石化石灰岩と接触しており， 銅鉱体中の磁硫鉄鉱が， 大

理石化石灰岩の接触面とほぼ平行に縞状にのびている． 銅の平均品位は１，０８％である．

　

Ｄ５ 鉱体：層状～塊状を呈し，ＩＤ冨１５ｍ， 上下延長１２０ｍ の分布を示し， 母岩は緑色スカルソ～

ザクロ石スカルソ岩である， 一４２５ＭＬ で， Ｄ４ 鉱体と同様に大理石化石灰岩と鉱体とは接触して

いる （第９，１０図）， 同レ
ベルで鉱体は， 灰黒色の塩基性石英閃緑岩中に， 一部プール状に濃集す

る （第９図）， 銅の平均品位は１，１２％である．

鉱石鉱物：主な鉱石鉱物は黄銅鉱・磁硫鉄鉱・キューバ鉱で， 斑銅鉱 （初生鉱物）・輝水鉛鉱が

局部的にみられる， キューバ鉱は黄銅鉱と共生して産することが多いが， 局部的にキュー
バ鉱のみ

が集合し， 緑色スカルソ岩中に脈状となって産することもある． その他の鉱石鉱物としては， 閃亜

鉛鉱・ペントラソド鉱・硫磁鉄鉱・黄鉄鉱・輝コバルト鉱・輝蒼鉛鉱・ウィッチヘソ鉱・自然金な

（３６）
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園 ｆ

第１０図

　

大峰鉱山鉱床模式透視図（Ｎ３０ｏＷ）

　

ａ：鉱体

　

ｂ：緑色スカルソ岩

　

ｃ：茶褐色スカルソ岩（緑色スカルソ岩を含む）

　

ｄ：ホノレソフェノレス

　

ｅ：花閤閃緑岩

　

ｆ：大理石化石灰岩
ＵＤ４：鉱筒状 Ｄ４鉱体
ＬＤ４：局平状 Ｄ４鉱体

どがある． 顕微鏡下において鉱石鉱物は， 黄銅鉱－磁硫鉄鉱， 黄銅鉱－キューバ鉱， キューバ鉱－

磁硫鉄鉱， キューバ鉱一ペソトラソド鉱， 磁硫鉄鉱－ペントラソド鉱， 黄銅鉱一閃亜鉛鉱， 閃亜鉛

鉱－磁硫鉄鉱， キューバ鉱－紫ニッケル鉱， ヴァレリー鉱と黄銅鉱・キュー，バ鉱・磁硫鉄鉱との共

生など， 鉱石鉱物の種々の共生関係が認められる．

　

以上の共生関係についての詳しい研究， とくにキューバ鉱葉片組織に関しては， すでに竹内．萱

木・南部 （１９５２，１９５３） などによって報告されており， また， 各鉱石鉱物の離溶生成温度について

も， 竹内・山岡 （１９６４） 等によって詳しく研究されている．

Ｖ． スカルン化作用

各スカルソ岩の形態上の相互関係から， 初期から末期にわたる一連のスカルソ化作用として， 次

のように組み立てることができる （表２）．

（３８）
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表２

　

スカルソ鉱物の晶出概念表

Ｓｋａｒｎ

　

ｍｌｎｅｒａｌｓ ｅａｒｌｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　

．
メキ ｌａｔｅｒ

Ｄテｏｐｓｉｄｅ

Ｈｅｄｅｎｂｅｒｇｌｔｅ

Ｅｐｆｄｏｔｅ

Ｍ１ｃｒｏｃｌｌｎｅ

Ｇａｒｎｅｔ

Ｔｏｕｒｍａｌｌｎｅ

Ｓｕｌｆｌｅｄ ｍｉｎｅｒａｌｓ

　

白亜紀初期において， 石英閃緑岩およびそオにややおくれて花闇閃緑岩体の深成岩類の畿入があ

った． それらの一部は大峰鉱山附近の古生代層中にも縦入し， 泥質および砂質粘板岩をホルンフェ

ルス化した，

　

花闇岩類の後火成作用によって， 初期は多量の透輝石・ヘデソベルグ輝石・緑レソ石を主とする

緑色スカルソ化作用がおこなわれた， 下部（一４２５ＭＬ～一２００ＭＬ） においてはホルンフェルスを

交代し， 上部 （ＯＭＬ～一２００ＭＬ） においては角磯状および縞状スカルソ岩を交代し， 透輝石を主

とする緑色部が形成された， 次に， Ｋ２０ 成分を主とする後火成作用としての物質供給を受けると

ともに，Ｆｅｏ，Ｆｅ２０８，Ｍｇｏ 成分が除去される交代作用によって， 残留ホルンフェルスの周縁は徴

斜長石によって交代され， 時には内部まで完全に徴斜長石岩となり， 角磯状スカルソとなった， さ

らにこの Ｋ 成分は， 外縁帯に分布する縞状ホルンフェルスの片理面 （おそらく原岩の層理面）

にそって， ホルンフェルスの岩質の違いに応じて， 選択的交代作用がおこなわれ， 徴斜長石の白色

部を形成し， 縞状スカルソ岩となった． さらに次の段階には， 各スカルソ岩に残留するホルンフェ

ルス， およびスカルソ岩の周囲に分布するホルンフェルスにも， Ｋ２０

　

交代作用の影響がおよび，

さらに電気石の生成がおこなわれ， それらのホルンフェルスは粒状目形の斜長石－カリ長石－電気

石の組成となった， 最終期にいたって， ザクロ石スカルソ化作用がおこなわれ， 緑色スカルソ岩を

交代して， 下部（一４２５ＭＬ）から上部にわたり形成された， 上部（ＯＭＬ～一２００ＭＬ）では， ザク

ロ石成分が， 脈状～層状または散点状に緑色スカルソ岩および石英閃緑岩のスカルソ化岩中に注入

した， 鉱化作用期は， ザクロ石スカルソ化作用形成後に行なわれ， ザクロ石・透輝石・緑レソ石・

ヘデソベルグ輝石・斜長石・カリ長石等を交代置換し， 硫化鉱物の形成が進行したものと思われ

る，

Ｖ１， 斜長石の組成変化

　

大蜂鉱山において，母岩のホルンフェルスやスカルソ化作用にともなう一連のスカル ソ化岩に

は， 全て斜長石が含まれている， したがって， 各岩相の生成による影響がそれぞれの斜長石の性質

に反映しているものと考えられる， このような見地から， 各岩相にみられる斜長石の組成値を， ュ

ニバーサルステージによって決定した， この結果， 斜長石の組成変化には， 次に述べるような規則

性のあることが見出された，

　

黒雲母ホルンフェルス：スカルソ域の最外縁に位置するホルンフェルスは， 通常の黒雲母ホルン

フェルスの鉱物組み合わせをもつが，その組織は一般のそれにくらべはるかに粗粒で，むしろスカル

（３９）
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第１１図

　

黒雲母ホルンフェルス （原岩）の斜長
石組成頻度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｂ

第１２図

　

縞状スカルソ岩中の黒雲母ホルンフェルス

　　　　

部分 （上図）と透輝石スカルソ部分（下図）

　　　　

の斜長石組成頻度

第１３図

　

角膜状スカルソ岩の硫化鉱

　　

Ａｂ

　

ｌｏ

　

．２０

　

３０

　

４

　

０ 閉

　

館０た

　　　　

Ａｂ

　

ｌ０

　

２０

　

３０

　

４０

　

Ａ調ｏ

　　　

物を伴わない透輝石－ヘデ

　

第１４図

　

硫化鉱物鉱染を伴う部分の斜

　

第１５図 白色スカルソ岩の斜長

　　　　

ソベルグ輝石スカルソ部分

　　　　　　

長石組成頻度

　　　　　　　　　　　　　

石組成頻度

　　　

の斜長石組成頻度

ソ化部分と同一の粒度を示している， そのなかの斜長石は粒状目形～半目形を呈し（径 ０，０２～０．０７

ｍｍ）， ほぼ均一に散点する． 一薄片中から１８８個の斜長石を測定した．Ａｎ成分の頻度曲線を描く

と， 第１１図の通りで （縦軸は頻度， 横軸は Ａｎ ％， 以下同様）， その極大は一つで， Ａｎ３６ のと

ころにある，

　

縞状スカルン岩：スカルソ化作用で述べたように， 黒雲母ホルンフェルス・微斜長石スカルソの

白色部・透輝石を主とする緑色スカルソ部からなる縞状の岩石で， これらのうち黒雲母ホルンフェ

ルス部分および緑色スカルソ部分にわけ， それぞれの斜長石を測定した．

　

黒雲母ホルンフェルス部分の斜長石 （測定２８２個） の成分頻度は Ａｎ３３，Ａｎ４２，Ａｎ４６に極大

を示している （第１２図の上図）． Ａｎ４２ の極大は， 原岩の組成をもつ斜長石が残留しているため，
ＡＩ１４６

　

の極大を示す曲線と重なって生じたものと考えられる， 透輝石スカルソ部分の斜長石 （測

定２２４個） の成分頻度は Ａｎ３３，Ａｎ４６ の２つの Ａｎ 成分に極大を示している（第１２図の下図）．
この場合， 黒雲母ホルンフェルス部分とはちがって， Ａｎ４２ 附近の極大はみられない． このこと

は， おそらく， 斜長石のレリックがすくないか，
．あるいは存在しないものと思われる，

　

角磯状スカルン岩：本岩は鉱床母岩の一つであるが， 硫化鉱物の鉱染を伴わない， 緑色スカルソ

中の斜長石 （測定１７２個）●の成分頻度は， Ａｎ３６ を極大とする単一正規分布を示している （第１３

図）．

　

硫化鉱物鉱染部：緑色スカルソ中に黄銅鉱・キューバ鉱・磁硫鉄鉱等が鉱染している部分では，
上述したスカルソ岩中の斜長石とくらべ， 斜長石が径 ０．２～ｌｍｍ と粗粒化し目形であり， 直接硫

化鉱物と共生している． この共生している斜長石 （測定１２４個） の成分頻度は， Ａｎ３３

　

を極大と

（４０）



　　　　　　　　

岩手県大峰鉱山の鉱床とスカルソ化作用とくに斜長石の組成変化について

　　　　　　　　

４１

する単一正規分布を示している （第１４図），

　

白色スカルン岩：本岩は徴斜長石を主とするもので， 径 ０．０２ｍｍ の粒状モザイク 構造を呈す

る． 斜長石 （測定１４０個） の成分頻度は Ａｎ２４ を極大とする単一正規分布を示している （第１５

図）， これはスカルソ化作用の段階的変化のなかで， より酸性化していることを示し， 硫化鉱物の

鉱化作用期を経て， 安定相となったものと考えられる，

　

以上のように， 斜長石の組成変化は５段階に分類でき， このことから次の過程が考えられる． ス

カルソ化作用の初期の段階では，Ａｎ３３ および Ａｎ４６ で極大を示すように，２種の組成をもつ斜

長石が一岩相中に共存している． それが鉱化作用期で
Ａｎ３３ の単一組成となり， さらに Ｋ２０ 成

分の富化する白色スカルソイヒの時期には， 斜長石は Ａｎ２４ の組成となって， より酸性化し安定相

となる．

ＶＩＩ． ま

　　

と

　　

め

　

①

　

大峰鉱山の銅－スカルソ鉱床は， 鉱床の魅胎状態， 母岩の性状などから， 深成岩類の後火成

作用による接触高温型交代鉱床と考えられる，

　

②

　

深成岩類のうち， 石英閃緑岩体は白亜紀初期と考えられている花機閃緑岩体よりも， 早期に

縦入した岩体で， 一部の鉱体を庭胎し（一４２５ＭＬ）， 花機閃緑岩体とは同一の岩体ではない．

⑨

　

各スカルソ岩の分布および形態の相互関係によって， 火成作用からスカルソ化作用にいたる

過程は， 次のような段階にわけられる， 即ち， 深成岩類の港入一古生代層粘板岩のホルンフェルス

化→透輝石・ヘデソベルグ輝石・緑レソ石 （緑色スカルソ） の生成→カリ富化による徴斜長石 （白

色スカルソ） の生成一ザクロ石スカルソ（茶褐色スカルソ） の生成一硫化鉱物の鉱染， の段階であ

る．

　

④

　

角膜状スカルソおよび縞状スカルソは上部 （ＯＭＬ～一２００ＭＬ） に限られ， 角膜状および縞

状スカルソ中の徴斜長石を主とする白色部は， 花滋岩類からの物質供給， 特に， Ｋ２０ 成分が供給

され， Ｆｅｏ，Ｆｅ２０３，Ｍｇ０ が除去されるような交代作用によって， 形成されたものと思われる，

　

⑤

　

スカルソ化の後期には， スカルソ岩類と接するホルンフェルス， およびスカルソ中に残存す

るホルンフェルスにまで， Ｋ２０ 富化の影響がおよび， 通常のホルンフェルスとは違い， 粒状斜長

石－カリ長石－電気石の鉱物組成をもつ， 比較的粗いモザイク構造のホルンフェルスとなってい

る．

　

⑥

　

鉱化作用は， スカルソ化作用末期のザクロ石スカルソ形成以後であり， 鉱床は上部（ＯＭＬ～

－２００ＭＬ）で鉱筒状を主とし，下部（一２００ＭＬ～一４２５ＭＬ）で塊状， 鉱染状， 網状， 層状～局平

状となる． 上部の鉱筒状鉱体は， 角膜状スカルソ帯に選択的な濃集部を形成したものと思われる，

　

⑦

　

スカルソ化作用の各段階における斜長石の組成を測定した結果，Ａｎ３３ および
Ａｎ４６の組

成が出現する頻度が著しく高く， 一岩相中に２つの組成が共存して生成されたと考えられる． 硫化

鉱物鉱染期では， 斜長石の組成は Ａｎ３３ となり， さらに Ｋ２０ 成分のカリ富化により

　

Ａｎ２４ と

なって安定したものと考えられる．

　

⑧

　

スカルソ化作用の過程で， 斜長石の Ａｎ成分は Ａｎ４６一Ａｎ３３一Ａｎ２４ と変化する， これ

はスカルソ化作用の各段階に， 一定の安定領域が存在することを示している， また， 斜長石の組成

値の変化は， 固溶体としての連続的変化ではなく， 安定な組成域への飛躍的変化であることを示し

ている，

⑨

　

各スカルソ化段階で斜長石の秩序化度がどのように変化するかは， 次の機会に報告したい，

しかし， 各スカルソ化段階において， 斜長石の組成が変化するにもかかわらず， 斜長石の粒度には



４２

　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　

金
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力

変化がみられない， この原因については， 今後の問題として残されている．

参

　

考

　

文

　

献

相沢直人（１９６９）：大峰鉱山の金銀について． 日鉱誌，ＶＯ１，８５，Ｎｏ，９７６，ｐ，６６０‐６６５，
Ｄｅｅｒ， Ｗ，Ａり日ｏｗｉｅ，Ｒ，Ａ，ａｎｄｚｕｓｓｍａｎ，Ｊ，（１９６３）：Ｒｏｃｋｆｏｒｍｉｎｇ ｍｉｎｅｒａｌｓ， ｖｏｌ，２，ｐ，４２一７４，Ｌｏｎｇｍａｎｓ，
Ｄｅ Ｖ。ｒｅ，Ｇ．Ｗ，（１９５６）：ＡＩ－Ｓｉｐｏｓｉｔｉｏｎｓｉｎ

　

ｏｒｄｅｒｅｄ ｐｌａｇｉｏｃｌａｓｅｆｅｌｄｓｐａｒｓ，Ｚｅｉｔｓ． Ｋｒｉｓｔａｌｌｏｇｒ，，Ｂａｎｄ ｌ０７，ｓ，

　　

２４７‐２６４，

Ｋａｌｉｎｉｎ，Ｄ．Ｖ，（１９６９）， 岸本文男訳 （１９７２）：スカルソ化作用の物理化学的条件の実験的研究， １，２， 地調月報，

　　

Ｖｏｌ，２３，Ｎｏ．２，ｐ．５１…７５；Ｎｏ，３，ｐ．２３‐５７．

加納

　

博（１９６５）：岩手県大蜂鉱山の”角膜状スカルソ”の成因についての新解釈，岩鉱， Ｖｏｌ，５４，Ｎｏ．３，Ｐ，１０４

　　

‐１０８．

加納

　

博（１９６５）：ＵＭＰ Ａ‐Ｚｏｎｅにおける２，３のｉｎｔｒｕｓｉｖｅｇｒａｎｉｔｅの構造と形態（概要）． ＵＭＰＡ‐Ｚｏｎｅ， 地質

　

構造部門連絡紙，Ｎｏ，５，ｐ，２－１６，
金

　

器佑（１９６１，１９６２）：含ニッケル磁硫鉄鉱鉱床を中心とする斑楓岩類の岩相変化（１，１１），岩鉱，Ｖｏｌ，４６，Ｎｏ．５，

　　

ｐ，１７８‐１８６；ＶＯＬ４７，Ｎｏ，５，ｐ，１７５‐１８７．

盛合蔭夫（１９６１）：釜石鉱山地域の地質構造，鉱山地質，Ｖｏｌ，１３，Ｎｏ，５，ｐ．５８－５９，
Ｎａｋａｚａｗａ，Ｋ．ａｎｄ Ｍｕｒａｔａ，Ｍ，（１９６６）：ｏｎｔｈｅｌｏｗｅｒＣｒｅｔａｃｅｏｕｓｆｏｓｓｉｌｓｆｏｕｎｄｎｅａｒｔｈｅｏｍｉｎｅＭｉｎｅ，ｌｗａｔｅ

　　

Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ，Ｎｏｒｔｈｅａｓｔｊａｐａｎ，Ｎ１ｅｍ．Ｃｏｌｌ，Ｓｃｉ．，Ｕｎｉｖ．Ｋｙ。ｔｏ，Ｓｅｒ，１３，Ｖｏｌ．３２，Ｎｏ，４，ｐ．３０２‐３３３，
南部松夫， 他１７名（１９７１）：広域調査報告書（遠野地域）， 通産省，ｐ，１‐３５．
岡田

　

茂（１９５６）：花嵩岩質岩石の貫入に伴う接触変成作用の地球化学的研究， 地質雑， Ｖｏｌ．６２，Ｎｏ，７３５，ｐ．６８８‐

　　

６９９，

小貫義男（１９６３）：構造発達史からみた北上山地の特徴，地質学会第７０年総会討論会資料．ｐ，１‐１３，
小貫義男（１９６７）：東北地方における接触鉱床の母岩の層準について．柴田秀賢教授退官記念論文集，ｐ．２７２‐２７７．
小貫義男（１９６９）：北上山地地質誌，東北大地古研報，Ｎｏ，６９，ｐ．３９－１２９，
萱木浅彦（１９５３）：大蜂鉱山産黄銅鉱中のキューバ鉱葉片に関する熱的研究， 岩鉱，Ｖｏｌ．３７，Ｎｏ，２，ｐ．５１‐５８．
竹内常彦・南部松夫・和田成人（１９５３）：大峰鉱山の地質鉱床， 岩鉱，ＶＯＩ．３７，Ｎｏ，１，ｐ，１【９，
竹内常彦・茸木浅彦・南部松夫（１９５３）：大峰鉱山銅鉱石における灘溶共生について． 岩鉱， Ｖｏｌ．３７，Ｎｏ．１，ｐ，９‐

　　

２１．

竹内常彦・萱木浅彦・南部松夫（１９５３）：大峰鉱山産銅鉱石の形成について，岩鉱，ＶＯ１，３７，Ｎｏ，２，ｐ，５９－６５．
竹内常彦・萱木浅彦・斎藤浩三（１９５５）：大峰鉱山産キューバ鉱について， 岩鉱，Ｖｏｌ．３９，Ｎｏ．３，ｐ，９９‐１０２，
竹内常務・山岡一雄（１９６４）：岩手県大峰鉱山の鉱床と成因について，（工，１１）．岩鉱，Ｖｏｌ，５２，Ｎｏ，２，ｐ，３９冊５４；Ｎｏ．

　　

３，ｐ，９０‐１０２．

竹内常珍・山岡一雄（１９６５）：加納教授の所見に答えて． 岩鉱，Ｖｏｌ，６４，Ｎｏ，３，ｐ，１０９‐１１２，
Ｔｒ６ｇｅｒ， Ｗ．Ｅ，（１９５６）： ｏｐｔｉｓｃｈｅＢｅｓｔｉｍｍｕｎｇｄｅｒ

　

ｇｅｓｔｅｉｎｓｂｉｌｄｅｎｄｅｎ

　

Ｍｉｎｅｒａｌｅ，

　

Ｔｅｉｌ

　

ｌ，ｓ．５７‐６３，９８‐１００，

　　

Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ．

（４２）


